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『ねじれ国会』解消 

2013年 7月 4日公示、7月 21日投開票の日程で第 23回参議院議員通常選挙が行われ

ました。昨年 12 月の衆議院議員総選挙で自民党が政権を奪還して以来、初めての国

政選挙であり、長く続く『ねじれ国会』が解消されるかが最大の焦点となりました。 

そもそも第 1次阿部内閣時代の第 21回参議院選挙の大敗により、『ねじれ』状態に陥

った経緯がある為、安倍総理にとっては雪辱の意味でも決して敗けられない選挙でし

た。 

結果は改選定数 121 議席のうち、自民党が 65 議席(選挙区 47、比例区 18)を獲得し、

公明党の獲得議席 11と合わせると 76議席を獲得し、大勝を果たすことが出来ました。 

非改選組と合わせると与党の議席数は 135 となり、『ねじれ国会』が解消されました。 

 

積極的評価へ 

結果だけをみれば与党大勝にみえますが、実際は有権者の『野党への反発』が最大の

勝因だと考えます。【民主党】への逆風は非常に厳しく、大きく議席を失いました。

無党派層の受け皿となり、有力候補とみられた【日本維新の会】・【みんなの党】は選

挙直前の失言やゴタゴタが響き、伸び悩みました。 

投票率も低かった為、組織力の強い【自民党】・【公明党】・【共産党】が議席を伸ばす

結果となりました。 

自民党に投票した有権者の中には、自民党が良いから投票するのではなく、ほかに投

票するところがないから仕方なく自民党に投票したという消極的評価をしている方

がたくさんいると思います。 

こうした消極的評価を積極的評価に変えるまでは、本当の意味で政権を取り戻したと

は言えないと考えています。 

 

求められる『丁寧な国会運営』 

衆・参のねじれが解消し、一番気を付けなければいけない事は『横暴な国会運営』だ

と思っています。自民党も民主党も世論・野党を無視した国会運営をして、有権者の

期待を裏切り政権を失っています。 

絶対的多数を得た今こそ『謙虚な国会運営』が必要である事を痛感しました。国民の

声に耳を傾け、野党の要求にも謙虚に対応する必要があります。 

私も自由民主党国会対策委員長代理として、任期満了まで『丁寧な国会運営』に全力

を尽くす所存です。 

                        

自由民主党国会対策委員長代理 衆議院議員 佐藤 勉 
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高橋かつのり候補 当選 

 
 

第 23 回参議院議員通常選挙に公募で自民党候補者に選出された『高橋かつのり』候

補者も無事当選を果たすことが出来ました。 

議員秘書・県議会議員・高根沢町長を経験している為、実績的には申し分ない方です

が、国政初挑戦という事もあり、知名度の低さが一番の問題でした。 

毎日の地道な活動に加え、安倍総理・野田聖子総務会長・小渕優子財務副大臣・小泉

進次郎青年局長などが応援に入ってくれた為、大勝を果たすことが出来ました。 

高橋さんにはこれまでの経験を活かし、即戦力として活躍してもらいたいと思います。 

 

ホームページ(http://www.satoben.jp/) 

 
 

『衆議院議員 さとう勉』オフィシャルホームページです。過去のつとむ通信を掲載したり、

ブログの公開などをしています。是非一度拝見頂ければと思います。 

       

さとう事務所からのご案内 
 
国政報告会（随時） 

「さとう勉」が皆様のもとへ出向き、皆様の声を直接伺わせて頂きます。地域単位でも、団

体の支部単位でも、趣味の集まりでも結構です。皆様のお声をお聞かせ下さい。 

事務所秘書がご相談をさせて頂きますが、皆様からもお気軽にお声を掛けて頂ければ幸いで

す。 

 

国会見学及び東京見学（随時） 

歌謡ショーや東京見学と併せて、国会を見学し、佐藤勉と語らいませんか？少人数でも、大

人数でも構いませんので、ご興味がございましたらお気軽にお声をお掛け下さい。 


